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別添16 乗用車用プラスチック製燃料タンクの技術基準 

 

1. 適用範囲 

この技術基準は、専ら乗用の用に供する自動車（乗車定員11人以上の自動車、二

輪自動車及び側車付自動車を除く。）のプラスチック製燃料タンクに適用する。 

2. 用語 

この技術基準中の用語の定義は、次によるものとする。 

2.1. 「燃料タンク」とは、燃料タンク本体、注入口及びそのキャップ、配管類の接

続部並びに附属装置類の取付部をいう。 

2.2. 「基準燃料」とは、ガソリンを燃料とする自動車にあっては、JIS Ｋ2202ガソ

リン相当品、軽油を燃料とする自動車にあっては、JIS Ｋ2204軽油相当品をいう。 

2.3. 「受け皿」とは、耐火性試験用燃焼燃料の平底容器で、長さ及び幅が供試燃料

タンク本体の水平面上の投影寸法よりも20cmから50cmまで大きいものであり、側壁

の高さが燃料液面から８cm以下であって、自由燃焼状態で５分間以上燃焼する燃料

（市販ガソリン）を満たしうるものをいう。 

2.4. 「スクリーン」とは、受け皿を覆うことのできる厚さ７cmの耐火性材料の平板

で、直径30mmの穴を受け皿の中の燃料の表面積の約44％に相当する数だけ均一に空

けてあるものをいう。 

2.5. 「公称容量」とは、国土交通省に届け出た諸元表に記載された燃料タンクの容

量をいう。 

2.6. 「空車状態」とは、保安基準第１条第１項第３号に定める状態をいう。 

3. 試験方法 

3.1. 燃料透過性試験 

3.1.1. 燃料タンクに基準燃料を公称容量の50％まで入れ、その重量減少割合が一定

になるまで、40±２℃の温度で密閉しないで放置する。ただし、放置期間は４週間

以内とする。 

3.1.2. 次に、燃料タンクを空にし再び新しい基準燃料を公称容量の50％まで入れ、

密閉して40±２℃の温度で保存する。燃料タンク内の燃料の温度が40±２℃に達し

たとき、燃料タンクを一旦開放してから再び密閉し、その後の８週間の試験期間に

おける燃料の減少量を測定する。 

3.1.3. 3.1.2.の試験の結果、拡散による燃料の減少量が4.1.1.の基準に適合してい

ない場合、同じ燃料タンクを用いて再び3.1.2.の試験を行うことができる。ただし、

この場合の温度は23±２℃とする。 
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3.2. 衝撃試験 

3.1.に規定した試験の後、基準燃料を抜いた燃料タンクに水とグリコールの混合

液か、燃料タンク材の特性を変えないような氷点の低い液を公称容量まで満たし、

燃料タンクの温度を－40±２℃とする。この状態の燃料タンクの傷つきやすいと見

られる数個所に、側面が正三角形で底面が正方形である角錐の衝撃体の頂点を衝突

させ、30N･mの衝撃エネルギーを加える。衝撃体は鋼製で、有効質量が15㎏あり、頂

点と稜部に半径３mmの丸みをつけたものとする。 

また、衝撃試験時には、燃料タンクは取り付け具により固定しておくものとする。 

なお、傷つきやすいと見られる個所とは、燃料タンクの形状及び車両への取り付

け方を考慮して、最も弱いと見られる露出部分のことをいい、試験は、１個所ごと

に別の燃料タンクで行ってもよいものとする。 

3.3. 耐圧試験 

3.1.に規定した試験の後、基準燃料を抜いた燃料タンクは、車両に取り付けられ

ているものと同様な状態とし、これに温度53℃の水を公称容量まで満たし、53±２

℃の温度のもとで、燃料タンクの内圧をゲージ圧で29kPaに５時間保つ。 

3.4. 耐火性試験 

燃料タンクは車両への取り付けと同様な状態で試験装置に取り付け、基準燃料を

公称容量の50％まで満たす。 

なお、試験装置には車両部材のうち、炎に対する燃料タンクの防護部材及び炎の

進路に影響を及ぼす車両部材が取り付けられてあってもよいものとする。 

試験中は、燃料タンクのすべての開口部は密閉しておくものとするが、通気装置

は作動状態としておくものとする。 

燃料タンクに接触させる炎は、受け皿の中で市販ガソリンを燃焼させて得るもの

とし、受け皿に満たす市販ガソリンの量は、自由燃焼状態で５分以上の間燃焼し続

けられる量（以下「規定量」という。）とする。 

試験は次の４段階に分けて実施し、風の影響を受けないように配慮する。試験は

別々の燃料タンクで３回行う。 

3.4.1. 段階Ａ：予熱焼 

規定量の市販ガソリンの入った受け皿を燃料タンクから３ｍ以上離して置き、60

秒間燃焼させる。 

3.4.2. 段階Ｂ：炎への直接接触 

段階Ａを終了後、直ちに受け皿を、その中の市販ガソリンの液面と燃料タンクの

底面との距離が空車状態の車両の燃料タンクの路面からの高さと一致し、かつ、燃



道路運送車両の保安基準の細目を定める告示【2003.09.26】別添16(乗用車用プラスチック製燃料タンクの技術基準) 

  3/3 

焼中の炎が燃料タンクの全側面と接触する位置に置き、60秒間燃料タンクを炎にさ

らす。 

3.4.3. 段階Ｃ：炎への間接接触 

段階Ｂを終了後直ちに受け皿をスクリーンで覆う。スクリーンの位置は、燃焼中

のガソリンの液面から３±１cm上方に置くものとする。この状態を60秒間続ける。 

3.4.4. 段階Ｄ：試験終結 

段階Ｃを終了後、直ちに、燃焼している受け皿をスクリーンと共に燃料タンクか

ら３ｍ以上離す。 

試験が終了しても燃料タンクが燃えている場合は直ちに消火する。 

3.5. 耐熱性試験 

燃料タンクは車両への取り付けと同様な状態で取り付け具に取り付け、温度20℃

の水を公称容量の50％まで満たした後、温度95±２℃の雰囲気内に１時間放置する。 

4. 判定基準 

燃料タンクは、次の基準に適合すること。 

4.1. 燃料透過性試験 

4.1.1. 3.1.1.から3.1.2.までの試験を行ったとき、燃料の減少量は、24時間当たり

20ｇ以下であること。 

4.1.2. 3.1.3.の試験を行ったとき、燃料の減少量は、24時間当たり10ｇ以下である

こと。 

4.2. 衝撃試験 

3.2.の試験を行ったとき、液漏れがないこと。 

4.3. 耐圧試験 

3.3.の試験を行ったとき、液漏れ及びき裂を生じないこと。ただし、永久変形を

生じても差支えない。 

4.4. 耐火性試験 

3.4.の試験を行ったとき、燃料漏れがないこと。 

4.5. 耐熱性試験 

3.5.の試験を行ったとき、液漏れ及び著しい変形を生じないこと。 


